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C王も･CO･C打 3 → C打L,-CO+CH4
ケテ ン メ タン
CⅠも-CO → C打2-CH2+ CO
エチ レンノ






枝付ガラスレトルトを用い, 1回の試料 10gを 6000Cで熱分解して乾溜液 3.2g, コ-クス








木 材 研 究 俸 5号 (昭 25)
酪酸塩の熱分解に伐 りアセトンを製造する場合,その塩の薩類rL依 りアセトンの収量の異なる
ことは KRONIG6)に伐て指摘された.即ちリチウム塩では 100%, バリウム塩では 89%,カル
シユム塩では 82･5%,マグネシ-ウム塩では 75.9%,マンガン塩では 66.3%, ナ トリウム塩で
は 37･5/oo/,カl)ウム塩では 11.6%,鉛塩では 87.0%であった.
著者等は第1図の装置に伐 り醍酸石衣から熱分解に依 りアセトン製造の最適錬件並に触媒の効
兼について研究した結果を鼓に報告する.









実 験 の 部
俸 1因 美線装置 (Apparatusfordistillation
水に溶解し,燐酸で酸性とし,揮発酸を水蒸気蒸溜して常法に依 り0.1N.NaOHで滴定して測
定した.
アセトンの定量は乾溜液につきヨー下フォルム法 7)に依 り定量した.即ち 250mlの定容フラ
















算 1表 アセ 1､ン生成量 と乾溜選炭 との関係 (Effectofthe
temperatureontheyieldofacetone･)
試験番号鷲(琵爵 罷究)讐撃 慶i時 間 溜指紋(cc) 詣 ト(欝 警転)
1 10 340 4, 3.0 0.1
~2 〟 350 ′ 3.2 0.13
3 〟 360 ′ 2.6 0.25
4 〟 370 〟 3.1 0.26
5 〟 380 ′ 3.2 3.06
6 〟 410 ′ 3.4. 7.77
7 〟 420 〟 3.4 8.58
8 〟 -430 〝 3.2 8.74
9 〟 440 / 3.4 8.69
10 〟 450 ′/ 3.4 9.45
本表中アセ トン量は総 ケ トン量であるがアセ トンとして計算した｡
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田中｡館 :暫 酸石 衣 の熱 分解 に つ い て
Tンに該当する.
実験結果は第 1表の如くである.




































木 材 研 究 算5号 (昭 25)
験成績は第3,4表に示した.
算3表 鋼製レ トル トに依る酷酸石衣の熱分解成績 (Pyrolysisofcalcium acetate
inthecopperretort･)
本表に於けるアセ トン貴は総ケトン/量であるがアセ トン.として計算して示した｡
俸4表 鋼製レトル トにて漠酸ガスを通じながらの酷酸石衣の熱分解成績 (Pyrolysisof
calcinm acetateincarbondioxidestream.)
本実験の成績に伐ると,銅製レトル ト使用はアセ ト-/の収量を増し,原料である酷酸石衣の純
度の高いものが アセトン収量は大である.熱分解温度 400OC 以下では艮 くない.炭酸ガスを
通じて乾溜生成物を反応圏外に迫レ､耕すと低品位原料でもアセ7-ンの収量は増加し, 乾溜温度
500OC に於て 94.5% の好収量を示した.触媒としては CaC03が効果的である.しかし,酪酸
石衣の乾溜残漆は効果がない. 更に酪酸石衣と酪酸ソーダの混合物の熱分解を行った. その結
果は第 5表に示す通 りであるが,それに伐ると本実験傑件に於ては, 鰭酸石衣 80部と醍酸ソー




田中｡館 ;醗 酵 石 友 の熱 分解 につ い て
算5表 酪酸石炭と酷酸 ソーダ混合物の熱分解 (Pyrolysisofthemixtureof
calcium acetateandsodium acetate.)
洪酸ガス通気速匿 51/hr
試験番号 試 料 熱分解 熱分解 溜 H.- /液 アセ トン′牧童LU/0-)
軒酸石衣純 , 皮76.1%(g)酪酸 ソーダ純度88.5%(g)鑑定(oC)時 間 総量(cc) 80oC以下 80oC以上(形) (形)
1 100 0 500 1.5 37 77.0 23.0 85.5
i 80 20 〟 〟 381 81.5 18.5 96.5
3, 66 34 〟 〟 38 7】.0 29.0 87.6
4 50 50 〟 〟 32 74.5 25.5 78.6
5 34 66 〟, 〟 30 73.0 27.0 76.2
6 0100: 〟 〟 12.5 74.1､ 25.9 34.4
上述の実験結果に依れば, 醍酸石衣熱分解生成物はアセトン分であLる 55-60oC溜分が大体
過年を占めておるが,更に高い沸点のものも相当にある (第4表).溜分中 60 -900Cのものは
メチルエチルグ トシに該当する.90- 100OC の溜分は酸性を呈しており, 100OC以上の溜分中
には等褐色の軽油を含んでおる.第3表に示した溜出液の分溜組成は第6表の通りである.







DtJCLAUX の方法は揮発酸の稀薄溶液を 110cc取って,之を蒸溜して 10cc宛取り,それを
NaOHで滴定して蒸溜液中に含まれる酸のパ-セントと蒸滑液の CC数との関係 をグラフにす
ると夫々の酸に伐って特有の曲線を示すから,それに依って未知の酸を検出する方法である.

































(I) 酷酸熱分解に伐 りアセトンを製造する場合, その温度は 450-5000Cが適当である.而し
て熱分解時間は大体 3-4時間である.




















田中｡館 :酷 駿 石 衣 の熱 分解 にT-つい て
Acetonefirstmakestheappearanceat2500C,therateatwhichacetoneis
formedonbeating calcium acetate isquite low untilthe temperature rises
welabove4000C
Therateofformationofacetonefrom calcium acetatebetwesn4500C and
5000C issatisfactory.
Inordertoobtainahighyieldofacetone,itisnecessaryto＼use calcium
carbonate,orsodium acetateasa catalyserand to sweep away the acetone
vapoursbyinertcarbondioxide･stream as soonasformed.
Theyieldofacetonerangesbetween85to96percentofthetheoreticamount.
Waterisaddedtothecrudeacetone,gatheredin the condensor,to sepa-
ratetheoilswhichfloatonthetop, itisthenrectified,which yieldspure
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